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　子どもは、好奇心からあまたの質問を親に浴びせてきます。2007年、心理学者のミシェ

ル・シュイナードは、４人の子どもたちがそれぞれ面倒をみてくれる大人とやりとりする様子

を観察した結果、１時間につき100回以上の問いかけをしていることを明らかにしました。

質問には、要求や注意を引くためのものもあったのですが、全体の３分の２は「あれはなんて

いう名前？」といった情報を引きだすものでした。

　観察によれば、成長するにつれて、たんに情報を求めるだけでなく、説明を求めるようにな

るといいます。子どもは、生後30か月ごろまでは、主に「なに」や「どこ」と尋ね、事実を知

ろうとします。３歳を迎えるころには、「どうやって」「どうして」と説明を求めるようにな

ります。就学前には、自宅で親しい大人と話していると、説明を求める問いの頻度は１時間に

25回にもなるそうです。教育学者のポール・ハリスは、シュイナードのデータをもとに、２歳

から５歳の間に説明を求める質問を約４万回行うと推定し、途方もない数にのぼることを指摘

しました。

　問いかけ例をいくつかあげてみましょう。

　　・なぜ空は青いの？

　　・なぜふとんを干すと「おひさま」のにおいがするの？

　　・なぜあいさつをするの？

　　・死んだらどうなるの？

　　・好きになるって、どういうこと？

　　・なぜ勉強しなくちゃいけないの？

　　・考えるって、どうすればいい？

　　・人にやさしくするって、どういうこと？

　説明を求める質問は、ときに厄介です。時間がとられることもありますが、答えられること

ばかりではないし、答えるにしてもどう答えていいか考えあぐねる場合もあります。子どもと

いっしょに楽しみながら考えるという手もありますが、なかなか悩ましいです。

　ところで、インターネットの普及によって、わからないことがあればネットで検索すれば

答えがみつかりやすくなり、親は子どもの質問攻めや難問から解放されるようになりました。

この点で、2022年11月に登場したChatGPTが注目を浴びています。これって、子育てや

子どもの学習にどんな影響を与えていくことになるのでしょうか。子どもの好奇心の行方が

気になります。

　参考文献：イアン・レズリー『子どもは40000回質問する』光文社未来ライブラリー

【リレートーク】
先生方のコラムには子育てのヒントがたくさん詰まっています！

今月は、本学 人間科学部 総合子ども学科 教授 島田 博司先生よりご寄稿いただきました。

好奇心の行方
―　子どもからの質問攻めと難問に悩む　―

島田　博司
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イベントの詳細については別途チラシをご確認下さい。
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8月 つどいのカレンダー

身体測定日
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一人でしっかりとお座り

ができるお子様が対象で

す。

8月 1日(火) 午前

24日(木)  午前

いつもの利用対象(0歳～2歳児)に加

えて、未就学児(3歳～5歳児)も

来室可能です！異年齢交流を楽し

みましょう♪

午前8時30分の時点で神戸市に警報・特別警報が発令されている場合は、午前のひろばは閉室します。

午前11時の時点で神戸市の警報・特別警報が解除された場合は、午後のひろばは開室します。

〒658-0001 神戸市東灘区森北町6-2-23

甲南女子大学 子ども室(10号館5階)  

Tel：078-413-3120

～甲南子育てひろばの利用について～

【 開 室 時 間 】午前：9時～11時30分 午後：1時～3時30分

開室時間内であれば、いつでも入退室できます。ご都合に合わせてご利用ください。

【 利用対象者 】2020年4月2日～2024年4月1日生まれの子どもと保護者（0歳～2歳児）

※首が据わってからの参加をお願いいたします。

【 利 用 組 数 】午前・午後各10組の事前予約制（先着順）です。

1組（家庭）につき、保護者は2名まで利用可能です。

【 予約について 】甲南子育てひろばHPから受け付けております。

毎月下旬頃にひろば公式Twitter(kw_hiroba)にて予約開始日時をお知らせしますので、

各自でご確認ください。当日空きがある場合はお電話でも申込みが可能です。

【登録料について】子ども一人当たり200円/年度

※初回参加日にお釣りのないようにお持ち下さい。

※保護者の方は、保険証や運転免許証など本人確認ができるものをご持参ください。

8月25日(金) 午前9時45分～10時45分

テーマ：産後のママのからだを守るために

～育児動作で気を付けたいことと姿勢を整えるトレーニング～

講 師：山本 綾子先生

（看護リハビリテーション学部理学療法学科教授）

当日は通常ひろばもご利用いただけます。

●わいわいトーク●

●水遊び●午前

8月 4日(金)

29日(火)

測定をご希望の方は、

職員までお声がけくだ

さい。

●身体測定日●●未就学児来室可能日●

未就学児
来室可能日

未就学児
来室可能日

8月5日(土)午前9時30分～11時30分

お父さん/祖父と、お子さんが参加できます。

8月5日(土)午後1時30分～3時30分

平日ひろばに来られない方も、お休みの日の乳児の遊び場

に迷われている方も、この機会にぜひご利用ください。

●休日のひろば●

●お父さんDAY●

8月30日(水) 午前9時45分～10時45分

講 師：富永 恵未先生

(ママズケア認定ベビーマッサージ講師)

ベビーマッサージで親子のリラックス

した時間を楽しみましょう！当日は通常

ひろばもご利用いただけます。

●ベビーマッサージ●

夏季休業期間

夏季休業期間

8月18日(金)10時～15時

電話相談専用ダイヤル：078-414-7480

（通信料がかかります。ご了承ください。）

ひろばの保育士が対応します。子育て中の心

配なことや不安なこと、どんな小さなことで

も大丈夫です。お気軽にご利用ください。

●電話相談日● (ひろばは閉室しています)

電話相談日

／ ：ひろば閉室



【7月のひろばの様子】

【スチューデントDAY】
今月も本学総合子ども学科のゼミ生が、ひろばに遊びにきてくれました！
プログラムを企画してくれたあるゼミは、画用紙で作った色んな動物を動かしながら
英語で数を数えたり、楽しい歌をうたってくれました。
参加したお子さんは、学生の歌に合わせてお母さんと一緒に手を叩いてみたり、
全身を使って上手に踊る子もいました。

また、別のゼミでは、手作り絵本を用意してきてくれ、「この動物は何かな？」と、
親子とやりとりをしながら読み聞かせをしてくれました。
お子さんの「初めての一歩」にたまたま立ち合い、お母さんと学生、ひろばスタッフみんなで
感動を分かち合う場面もありました。

今年度のスチューデントDAYはひとまず終わりとなりますが、随時ボランティアや実習など
学生が沢山ひろばに来る予定があります。またお姉さんたちと遊びましょうね！

【水遊びの様子】
水遊びを開始しました！
ひろば横のテラスに3，4人で一緒に入れるプールと一人用のタライを用意しました。
複数人用のプールは、塩素を入れて濃度を測定していますのでご安心ください(.＾_＾.)

生まれて初めてひろばで水遊びデビューをするお子さんも多く、
お風呂よりは冷たい水の感覚に大泣きする子や、そっと水に触ってみる子、
大胆にバシャバシャと遊ぶ子など、それぞれ違った反応が見られて
私たちスタッフもとても楽しく見守らせていただきました。
神戸市に雷注意報が発令された為、2回程安全面を考慮して水遊びを中止させていただきました。

季節ならではの遊びを楽しみ、たくさんの経験が親子にとってのよい思い出のひとつとなればうれしいです♪

【わいわいトーク】
7月12日（水）10時～11時　参加親子10組(大人10名・子ども10名　計20名)
テーマ：「こどもの食事の困りごと」
講師：境田　可奈子先生(本学人間科学部生活環境学科　非常勤講師)

今回はひろばでもご質問の多い食事について、管理栄養士の境田先生にお話いただきました。

子どもの食事についてお母さんたちの不安感が少しでも軽くなるお話をしていただき、
また、月齢や発達に応じて使用する先生おすすめのスプーンを実際に手に取ったり、
お子様の使用感も体験していただくこともできました。
質問の時間では、離乳食や食事の取り方など同じ悩みを共有、共感していただける時間になったのではないかと
思います。わいわいトーク終了後の個別の質問タイムも、沢山の保護者の方が相談されていました。
「丁寧に相談にのってくださってありがたかった」などのお声も頂きました。

毎月のわいわいトークでは、本学の先生方に子育てに役立つ専門的なお話をしていただいています。
子育ての合間やちょっとした息抜きに、親子でお気軽にご参加いただけたらと思います♪

【七夕製作の様子】
今年の七夕飾りは、お子さんの手形スタンプを身体に見立て、可愛い彦星と織姫に☆
お母さんが描くお顔は、どれもお子さんにそっくりでした！
願い事を書いた短冊も飾り、ひろばの笹の枝はとっても華やかになりました。
今年度は、たくさんの学生さんもひろば前の短冊を見に来てくれました。
みんなの願い事が届きますように…（＾＾）---☆



【おすすめ絵本】

本学人間科学部総合子ども学科　髙原ゼミの皆さんによるおすすめ絵本の紹介です。
今月は、下記の２冊をご紹介いたします！
藤田 靜紅さん『ぎゅ～っ！』作：いしづ　ちひろ・絵：くわざわ　ゆうこ/株式会社くもん出版
松崎 凪沙さん『ぜったいにおしちゃダメ？』作：ビル・コッター/株式会社サンクチュアリ出版

【お問い合わせ先】

〒658-0001 兵庫県神戸市東灘区森北町6‐2‐23

甲南女子大学 子ども室（10号館5階）

TEL   078‐413‐3120    MAIL  hiroba@konan-wu.ac.jp 


